
「 日本海沿岸で想定さ れる地震・ 津波被害に備える」

　 　 　 室
むろ

　 﨑
さ き

　 益
よし

　 輝
てる

　 氏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 前兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　 科長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 神戸大学　 名誉教授

　 　 　 　 　 　 　 　 　 地区防災計画学会　 会長

　 　 と 　 き： 令和４ 年5 月26日（ 木）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 と ころ： 明治記念館　 ２ 階「 蓬莱の間」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



１ 　 略　 歴

兵庫県生まれ

昭和44年　 京都大学大学院工学研究科修士課程修了

　 　 　 　 　 京都大学大学院工学研究科博士課程進学

昭和46年　 同上中途退学

　 　 　 　 　 京都大学工学部助手

昭和52年　 神戸大学工学部講師

昭和54年　 工学博士（ 京都大学）

昭和55年　 神戸大学助教授

昭和62年　 神戸大学教授

平成７ 年　 中央防災会議専門委員

平成10年　 神戸大学都市安全研究センター教授

平成16年　 神戸大学名誉教授

　 　 　 　 　 独立行政法人消防研究所理事長

平成18年　 総務省消防庁消防研究センター所長

平成20年　 関西学院大学総合政策学部教授・ 災害復興制度研究所所長

平成25年　 兵庫県立大学防災教育研究センター長

平成29年　 兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長・ 教授

令和４ 年　 兵庫県立大学大学院　 退任

２ 　 専門分野

　 都市計画、 防災計画

３ 　 主な著書

『 地域計画と 防火』 勁草書房、 昭和56年

『 危険都市の証言』 関西市民書房、 昭和59年

『 建築防災・ 安全』 鹿島出版社、 平成５ 年

『 大震災以後』 岩波書店、 平成10年

講師のご紹介



　 ご紹介いただきました室﨑でございます。 今紹介していただいたの

ですが、 一番重要なと ころは既に77歳になっていると いう こ と です。

それは二つ意味があって、 一つは京都大学の助手になって防災研究を

始めてから 51年目になり 、 古く から防災をやっていたと いう こ と 。 も

う 一つは体力的に問題があって、 失礼ながら立ってお話しするこ と が

できませんので、 それもお許し願いたいと いう こ と でございます。

　 ついでに経歴について申し上げると 、 今、 富山県と 石川県と 兵庫県

の防災会議の委員をさ せていただいており ます。 それ以外に、 鳥取県

で地震が何度かあって、 その復興や鳥取県の被害想定のお手伝いを長

く さ せていただいており ますので、 そう いう 意味で日本海側の自治体

と もお付き合いをさせていただいていると こ ろです。

　 兵庫県立大学の減災復興政策研究科の科長をしていましたが、 この

研究科をどう してつく ったかと いう と 、 自治体の行政職員の危機管理

能力のレベルの向上が必要だと 。 まさに行政職員の方の研修・ 研鑽の

場と して大学院をつく り 、 そこ に来ていただいて、 本当に危機管理の

イロハと いう か、 例えば海外の優れた経験なども しっかり 勉強してい

ただこ う と いう こ と でつく ったのですが、 結果的に言う と 来ていただ

けたのは徳島県と 鳥取県と 兵庫県で、 それ以外の県からは来ていただ

けていません。 職員の数が少ない中で、 ２ 年間、 完全に公務を離れて

研究しないと いけないので、 派遣するのはなかなか難しいのかも しれ

ませんが、 今日の話の全体の流れの中の一つの結論は、 行政自身が災

害に強く ならないと いけないと いう こ と です。 そのためには、 一人一

人の職員の危機管理能力を高めないと いけないと 思っていますので、

そう いう こ と なら兵庫県立大学に職員を送り 込も う と いう こ と であれ

ば、 ぜひよろしく お願いします。 こ う いう 場を借り てコマーシャルす

るのは何ですが、 よろしく お願いしたいと 思います。 では、 これから

座ってお話をさせていただこ う と 思います。

　 今日は日本海沿岸の地震と 津波のリ スクについて細かく 話をするつ

も り はあり ません。 その話をし出すと 10時間ぐらいかかってしまう の
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で、 むしろ日本海側の地震や津波のリ スク を考える際に心掛けるこ と

は一体何かと いう バッ クグラウンド の話をさ せていただこ う と 思って

います。

　 基本は、「 正し く 恐れて、 正しく 備える 」 と いう こ と だと 思います。

寺田寅彦は、 恐れなさ 過ぎてもいけないけれど、 恐れ過ぎてもいけな

いと 言っていて、 こ こ はと ても重要なこ と だと 思います。 次から次へ

と 大きな地震が来ると いう 話をすると 、『 日本沈没』 のよ う なイ メ ー

ジで、 それなら今さ ら防災対策をする必要がないと いう よ う なと ころ

に行き着く 恐れもあるので、 リ スク を正しく 捉える。 その基本は頻度

と 強度と いう か、 レベル１ 、 レベル２ と お聞きになったこ と があるか

も しれませんが、 100年に１ 回の地震と 1000年に１ 回の地震を両にら

みでしないと いけないと いう こ と だと 思う のです。

　 阪神・ 淡路大震災のと きに私が犯した最大の誤り は、 過去の記録だ

けでリ スク を理解してしまった、 と いう こ と です。 阪神・ 淡路大震災

の前は、 兵庫県や神戸市の地域防災計画の被害想定は、 兵庫県なり 神

戸市で過去に起きた最大ク ラスの地震を対象と すると いう こ と だった

のですが、 神戸市でいう と 過去の記録は震度５ なのです。 過去には南

海ト ラフも起きましたし、 伏見城の所にある伏見の地震などいろいろ

な地震があったのですが、 神戸では全部震度５ 強で終わっていたので

す。 そう いう 過去の地震を対象にしていたので、 それをはるかに超え

るよ う な地震が起きる、 未曾有のと いう か未経験の災害が起きるのだ

と いう こ と を見落と していたわけです。

　 では、 将来起こ り 得る地震と は何かと いう こ と で、 従来は過去の地

震の記録ばかり 調べていたのですが、 そう ではなく て、 まさ に地震を

起こ す震源断層と 、 震源と なる地形なり 断層なり がどこにあるのかと

いう と こ ろからスタート していく こ と が重要で、 神戸の場合もまさに

六甲山断層が既に存在していたので、 それに着目して被害想定をして

おけば、 ひょ っと したら震度７ が起きるかも しれないので、 そのため

にこ う すべきだと いう こ と が提言できたはずです。 やはり 未来に起こ
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り 得る可能性をどのよ う に捉えるのかと いう こ と だと 思っています。

　 こ れをわれわれは別の言葉で、 こ れはむしろ軍事用語なのですが、

「 悲観的に想定し、 楽観的に準備せよ」 と 言っています。 悲観的に想

定すると いう のは、 最悪の最悪を考えておく と いう こ と です。 ただ、

それは先ほど頻度と 強度と 言いましたが、 めったに起きないかも しれ

ないわけです。 めったに起きないものと 、 し ょ っちゅう 起きるものが

ある。 100年に１ 回と いう のは生きている間に必ず起きるこ と なので、

そう いう ものに対しては建物も壊れないよう に、 地域の経済が疲弊し

ないよう にと いう こ と は絶対にしなく てはいけませんが、 1000年に１

回や１ 万年に１ 回と いう めったに起きないもののと きは、 少々建物が

壊れるこ と も覚悟しよ う 。 地域が壊滅的なダメ ージを受けるこ と も覚

悟しよう 。 しかし命と 文化を、 私は地域の文化を残すと 言っているの

ですが、 地域の大切なものはしっかり 残していく 。 そのよ う な形で、

頻度に応じて備え方が違ってく るだろう と 思っています。 そう いう 意

味で頻度と 強度、 いろいろなケースについてしっかり 考える。

　 そして、 楽観的に準備をすると いう のは、 油断をしろと いう こ と で

はなく 、 希望を持って備えると いう こ と です。 楽観的と は、 1000年に

１ 回、 １ 万年に１ 回の災害が来ても 、 こ のよ う にしておけば必ず命は

守れると いう 見通しを持つと いう こ と だと 思います。 大変なこ と が起

きたと しても 、 こ う いう ふう にしておけば命も守れるし、 家族も守れ

るのだと いう 展望と いう か、 そう いう 方向を見いだしていく と いう こ

と です。 ですから 、 まさに正し く 恐れ、 正し く 備えると いう こ と が一

番基本にあるだろう と 思っています。

　 それに加えて言う と 、 己を知ると いう こ と です。 今、 地球温暖化の

関係もあり ますし 、 地震の活動期にあって、 自然がどんどん凶暴化し

ています。 地震のひずみのエネルギーと いう のは、 一定期間たまれば

大きな地震が起き、 また改めてエネルギーがたまっていく と いう 周期

的なメ カニズムを持っています。 そのメ カニズムから言う と 、 まさに

こ れから次々と 大きな地震が起きると いう 場面にわれわれは直面して
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いるので、 自然を知ると いう こ と は重要です。 それと 同時に、 われわ

れの社会がと ても弱く なってきている。 それはわれわれ自身の責任で

はないのかも しれませんが、 一番大きいのは少子高齢化社会がどんど

ん進んできていると いう こ と です。 特に日本海側の中山間地域では過

疎と 過密がどんどん広がり 、 進んでいっている。 コミ ュニティ を見る

と お年寄り しか住んでいない。 そう いう 所でどのよう にしたらいいの

かと いう のがと ても大きな部分だと 思っていますので、 正し く 恐れる

と いう こ と でいう と 、 社会情勢の変化も しっかり 頭に入れていかなけ

ればいけないと 思っています。

　 それに関わって、 一つは科学的な調査を大切にしていただきたい。

こ れは多少反省も込めてと いう か、 阪神・ 淡路大震災では私自身が大

き な過ちを犯し たと 言いまし たが、 それでも 科学はと ても 大切だと

思っているのです。 防災の科学と いう のは命を守ると いう か、 人類の

将来をしっかり 守っていく ためのものなので、 そう いう 意味では医療

の科学と 同じぐらいのレベルの使命があると われわれは思っているぐ

らい、 と ても重要な科学なのです。 しかし、 これは半分愚痴になり ま

すが、 防災の科学が今しっかり 位置付けられて進んでいっているのか

と いう と 、 例えば昨日出た東京都の被害想定をどう 見るかと いう 議論

があり ます。 地震で一番恐ろしいのは火災がたく さん起きるこ と です。

災害時には通電火災と いって、 自動的に電気が回復して火が上がって

しまう 火災が起きますが、 これは今の技術ではなかなか防げません。

東京都では、 そこ に台風のよう な風が吹いていると いう 最悪のケース

を考えなければなり ません。 実は関東大震災のと きも能登半島近く に

大きな低気圧があったので、 風速20m、 30mの風が吹き荒れて火事が

起き、 東京の街が火の海になって、 10万人の命が亡く なり ました。

　 昨日、 東京都は不燃化率が上がっているからと いう 話があり ました。

マンショ ンが増えているので、 数の上では不燃化率は自動的に上がっ

ていく のです。 でも 、 老朽化して燃える建物が一気に減っているかと

いう と 、 そう いう こ と ではないのです。 老朽家屋にお年寄り が住んで
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いるよう な状態を残しながら高層マンショ ンがいっぱいできていって

いるだけであって、 例えば三鷹や吉祥寺では大火が起きる。 そう する

と １ 万人、 ２ 万人、 最悪の場合10万人が亡く なると いう こ と を考えて

おかないと いけないのです。

　 では、 火事からどう やって守るのかと いう と 、 自主防災組織でバケ

ツリ レーをして消すと いう 答えしかわれわれは用意できていません。

感震ブレーカーを設置しよ う と かいろいろ言っていますが、 本当に次

から次に電気火災が起きても防げるのか。 人工衛星を飛ばせる技術を

持っていながら 、 地震時の火事を消す技術を持っていないと いう のは、

まさ に科学が遅れているからです。

　 科学はと ても大切で、 こ のこ と を長々と お話ししているのは、 地域

の災害リ スク を科学的に解明しよう と 思ったら 、 地元の研究者の皆さ

んの力がと ても大きいので、 地元におられる地震学や防災学の研究者

の力をぜひと も引き出していただく 。 既にやられていると 思いますが、

科学的な知識と 技術がないと 防げないので、 敵を知り 、 己を知ると い

う 被害想定においても科学の力は大切にしていただきたいと 思ってい

ます。 あと は日本海沿岸の特質を見ると いう こ と です。 後で時間があ

れば、 日本海沿岸では防災の面でどう いう 特質があるかお話ししたい

と 思います。

　 こ んな調子で話をしていると １ 時間では終わり ませんので、 こ こか

らスピード を上げていきたいと 思いますが、 油断をしてはいけないと

いう こ と で、 科学的に考えていただきたい。 それから受け身ではなく

て、 むしろ積極的に自然に対して向き合っていく 。 例えば100人死ぬ

と いう 被害想定ができるのであれば、 こ の１ 年間で100人を50人にし

てやる、 50人をさ らに25人にしてやると いう よ う な、 受け身ではなく

能動的にどう やって災害リ スク と 向き合う かと いう 考え方も と ても大

切だと 思っています。 ちょ っと 前置きが長く なり ました。

　 まず正しく 恐れると いう こ と ですが、 これも繰り 返しです。 一つは、

先ほど過去だけ見ていても駄目だと 言いましたが、 一度過去の災害を
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しっかり 見ておかないと いけないと いう こ と です。 日本海側でも非常

にたく さ んの地震が起きています。 これは観測の技術の進歩や都市化

の進捗状況もあるのですが、1900年ぐらいから この100年間を見る限り 、

日本海側でと ても大きな地震が起きています。 北海道の南西沖地震も

あり ますし、 日本海中部地震もあるし、 それ以外に新潟地震など非常

に大きな地震が起きているし、 かつ津波の発生した地震もたく さ ん起

きています。

　 こ れは今、 東京大学等がやっている日本海地震・ 津波プロジェク ト

と いう 最新の研究の一つのスタート ラインですが、 色を塗ったのが地

震を引き起こ す断層がある所で、 こ の中で重要な断層について被害想

定をしていこ う と しています。

　 ただ、 日本海側と いう のは北海道から山口、 福岡ぐらいまで非常に

広範囲なので、 一つ一つ震源断層を取り 出して被害想定をしているの

ですが、 中国地方はだいぶこの研究が進んでいるのですけれども 、 中

部の石川・ 富山辺り の研究はやや遅れています。 これも急いでやって

いるのですが、 国のこ う いう プロジェク ト が進んで被害想定が出てか

ら対応すると いう こ と では間に合わないので、 国の成果が出る・ 出な

いにかかわらず、 それぞれの自治体でしっかり 被害想定の研究を進め

ていただいて、 できると こ ろから進めていく こ と が必要なのですが、

こ う いう 断層があると いう こ と と 、 それを踏まえてこ う いう 地震が起

きているのだと いう 現実をしっかり 見ていただけると あり がたいなと

思っていると ころです。

　 １ 番目は過去の事例を参考にする。 一つは東日本大震災や熊本地震

です。 社会情勢も 、 100年前の関東大震災と は全く 状況が違う し 、 25

年前の阪神・ 淡路大震災と も全く 状況が違う のです。 例えば阪神・ 淡

路大震災のと きには携帯電話などほぼなく て、 ごく 一部の人しか使っ

ていなかったし 、 コンピューターやIT技術も全く ない時代であったわ

けです。 また、 高齢化がどんどん進んできて、 そのスピード は非常に

速いので、 そう した社会情勢の変化の中で新しい問題が東日本や熊本
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地震で提起さ れています。

　 昨日の東京都の被害想定で、 災害シナリ オの想定が成さ れています。

マンショ ンでの生活がどう なるか、 コミ ュニティ がどう なるか、 地域

経済がどう なるかと いったと こ ろは過去の地震からは読み取れないこ

と があるので、 最近の災害については想像力を逞しく して、 シナリ オ

を描く よ う に、 新たなリ スク をイメ ージしなければならない。

　 ３ 番目は、 よ う やく 今日本海側についても 東京大学なり 文科省の

チームが先ほどの日本海の地震プロジェク ト で進めておられて、 大体

想定すべき断層が明確になってきましたので、 それを踏まえて長期評

価でどれく らいの規模がどれく らいの確率で起きるのかと いう こ と を

研究されています。 そう いう 研究がどんどん進んできていますので、

新しい研究成果をどんどん取り 入れていただきたい。

　 そう いう 意味でいう と 、 各自治体の皆さん方も 、 例えば10年前や20

年前に既に被害想定をしたと 言う けれども 、 その被害想定が最近の新

しい科学からいう と やはり 後れたものになっているので、 新しい科学

の知見を積極的に取り 入れて、 見直しをしていただければあり がたい

なと 思っています。 こ のよ う なこ と に留意しながら被害想定をぜひ考

えていただきたいと いう こ と です。

　 地震と 津波の記録は先ほど申し上げたと おり です。

　 ８ 年ほど前になり ますが、 国交省を中心にして、 内閣府と 文科省辺

り が国の地震対策のリ ーダーと していろいろ調査や検討をさ れていま

す。 多く の自治体が、 国交省がやられた「 日本海の大規模地震に関す

る調査検討報告書」 に基づいて地震対策を講じていますが、 それと 同

時に、 東京大学の地震研や文科省のチームが日本海沿岸津波調査プロ

ジェク ト を進めておられて、 去年、 まだ中間段階だと 思いますが結論

が出て、 一部の所には非常に明確に、 今までと は違ったよ う な大きな

被害が出ると いう こ と が示されていますので、 そう いう ものをベース

にしながら 、 それぞれの自治体・ 県において独自にそれを踏まえた被

害想定をしていただければいいのだろう と 思っており ます。

7



　 ただ、 先ほどちらっと 言いましたが、 太平洋側はすごく 地震研究が

進んでいるのに日本海側は相対的に遅れていると 思う ので、 むしろ皆

さ ん方が国に対してもっと 日本海側の地震の被害想定に力を入れてく

れと 。 特に今は日本海の海側の断層はかなり 明らかになったのですが、

海と 陸にまたがる断層の研究がかなり 遅れている、 陸域の被害想定も

遅れていますので、 地震対策の前提はリ スク を正しく 捉えると いう こ

と なので、 そのための科学的な調査をしっかり やっていく こ と がまず

はと ても大切なこ と だろう と 思っていると こ ろです。

　 そう いう 結果を読み取る場合に留意しておかないと いけないこ と が

３ 点ございます。 第１ 点目は頻度と 強度で、 と んでもないものが起き

るけれど、 それはひょ っと したら 1000年に１ 回か１ 万年に１ 回かもし

れない。 そう ではなく て割合頻繁に起きるよ う なク ラ スのものもある

ので、 どれぐらいの規模のものがどれぐらいの確率で起きるのか、 そ

の確率に応じて対策の考え方を変えていかないと いけないと 思います。

建物も命も守ると いう 対策から 、 頻度の少ないものでは少なく と も命

だけは守っていく と いう こ と をしないと いけないと 思っています。

　 頻度に応じた対策をどう 考えていく のかと いう のはと ても難しいこ

と で、 例えば私自身も富山県や石川県と お付き合いしていて悩ましい

のは、 日本海側は割合海の近く に大きな震源断層があるので、 津波が

来るのはと ても速いです。 本当に数分のう ちと いう か、 あっと いう 間

に津波がやって来る。 そう すると 、 10分間以内に逃げられるのかと い

う のがものすごく 深刻な問題なのです。 その一方で、 近く で起きるの

で奥まで入ってこ なく て、 沿岸から 100m、 200mぐらいまで津波が来

てすっと 引いてしまう 。 そう いう 意味でいう と 本当に危険区域はもの

すごく 幅が狭いのです。 かつ津波と いっても高く て４ m程度で、 例え

ば1000年に１ 回そう いう ものが来る。 そのために災害危険区域にして

全部立ち退きをさ せていいのかと いう 議論があって、 海辺に住んでい

るのはそれなり に理由があって、 大切な所に住まれているわけです。

　 そう いう と きにどう するのか。 究極はすぐに破れないよう な救助袋
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を、 精度を上げてそれを配る。 最後の最後はそれしかないのですが、

ある程度それで住み続けるのか。 どう しても技術的に防げないよう な

と こ ろは部分的に移転するのか。 あるいは計画で言う と ４ mぐらいの

高さ なので、 ５ mの防潮堤を造って、 1000年に１ 回の津波が来ても防

潮堤で抑えると いう 考え方もあるかもしれません。 多様な選択肢が用

意さ れているので、 それをどのよ う に考えていく のか。 100年に１ 回

は絶対に止めないと いけないので、 100年に１ 回の小さ な津波は防潮

堤できちっと 止めると いう こ と で十分だし、 場合によっては建物の耐

震性を高めると か、 ピロティ 型の建物が普及すると いう こ と も考えな

ければいけませんが、 頻度と 強度の関係で少し対策を考えていく と い

う こ と はと ても重要だと 思っています。

　 ２ 番目はわれわれ科学者の責任かもしれませんが、 地球のメ カニズ

ムはと ても複雑で、 地震の予知一つ取ってみても何年のいつごろ起き

ると いう こ と はまだ明確に言えない状況ですが、 被害もすごく 幅があ

るのです。 津波の高さ や地震の揺れは倍半分の誤差があると 。 例えば

震度５ と いう と 震度５ の弱かも しれないし、 震度６ の弱かも しれない。

津波が２ mと 言う と 、 ひょ っと したら ４ mかも しれないし １ mかも し

れないと いう ぐらいの自然のメ カニズムでも倍半分の誤差がある。 科

学の知見をいく ら もってしてもやはり 誤差は避けられないと いう 部分

があるのです。

　 一方で、 今度は社会的な被害と いう か、 例えば死者の数や経済的な

被害、 あるいは火災件数もそう です。 私は火災の専門家ですが、 火災

の件数は大体１ 桁オーダーの誤差があり ます。 火災の件数が100件と

いわれたら 、 10件かも しれないし 1000件かも しれない。 それぐらいの

誤差の幅があるのです。

　 被害想定をすると きは、 科学をやっている人は分かると 思いますが、

過去のデータを分布さ せて、 その平均値みたいなと こ ろから予測式を

作って件数を出すのです。 昨日の東京都も予測式で出しているので、

火災の件数が今までの何十万棟燃えると いう と こ ろからかなり 減って
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いるのですが、 それはすごく 誤差がある。 火災でいう と １ 桁ぐらいの

オーダーの誤差がある。 先ほどの最悪のケースを考える場合はまさに

そう いう こ と なので、 単に平均値だけで議論してはいけないのです。

　 よ く 自治体の被害想定で火災件数が142件などと 出さ れている所が

あり ますが、142件の２ 件と は何なのか、その発想自体が本当は間違っ

ていて、 100～200件の火事が起きると いう ぐらいの発想で捉えないと

いけない。 いずれにしても被害想定と いう のは確定ではない、 そのと

おり 起きるわけではなく て誤差があると いう こ と はぜひ頭に入れてお

いていただきたいと 思います。

　 ３ 番目は先ほどちらっと 言ったかもしれません。 二次災害、 三次災

害、 最近は間接被害がすごく 長く なっています。 昔の山形の酒田の大

火のと きは大火の３ 日目ぐらいから仮設住宅の建設が始まって、 １ 週

間で仮設住宅が建設さ れて、 避難所は１ 週間で解消しました。 しかし 、

今は下手をすると 半年ぐらい避難所生活をするし 、 仮設住宅にも最悪

の場合は５ 年10年仮設住まいをすると いう こ と で、 極めて長期化しま

す。 長期化した分だけ地域や地域の経済に対してのダメ ージは非常に

大きく なる。 当然、 被災者のスト レスと いう か苦しみが深く なって関

連死がどんどん増えてく ると いう 状況にあり ますので、 まさ に間接被

害をどう いう ふう に予測するのか。

　 特に人口が減少し ている 地域では、 地震が起きる と 一気にそのス

ピード が加速して、 一気に人口が減ってしまう と いう こ と になり ます。

地震が起きると あっと いう 間に人口が半分になる。 こ れは地域にと っ

てはと ても悲しいこ と なので、 コミ ュニティ の持続と 人口減少をどう

防ぐのか。 そのための経済支援策はと ても重要です。 被害想定の関係

でいう と 、 経済的なダメ ージをしっかり 予測して、 その経済的ダメ ー

ジを防ぐためにどう していく のかと いう こ と をしっかり 考えていかな

いと いけないので、 まさに社会経済的被害をしっかり 押さ えて、 それ

に対する対策を講じないと いけないと 思っています。 この三つの点を

しっかり 頭に置きながら被害想定を捉えていかないと いけないと 思っ
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ています。

　 日本海側には、 自然的な特徴もあり ます。 鳥取は砂丘の効果がすご

く あって、 日本海側の津波が砂丘で止まるのです。 砂丘の少ない所は

入ってきてしまう のですが、 砂丘が広範に広がっていると いう こ と も

津波と の関係ではと ても大切だし、 それ以上にプレート 境界と いって、

北米プレート と ユーラシアプレート の境界が日本海側にあって、 そこ

で大きな地震が起きているのですが、 太平洋側のプレート の境界と は

規模が違う と いう か、 太平洋側にはと んでもない大きな地震が起きる

けれども 、 日本海側には起きない。 これは日本海海溝の構造から言え

るこ と だと 思いますので、 そう いう 自然条件の違いも頭に入れないと

いけません。

　 も う 一つは、 日本海のと きはむしろ津波より も高潮の方が大きい場

合があり ます。 日本海側ではと ても大きな高潮が起きる。 高潮対策と

津波対策みたいなものをう まく 有機的に結合すると いう か、 両方をに

らみながら考えなければいけない。 太平洋側でも高潮対策は必要にな

り ますが、 日本海側はむしろ高潮対策を中心にしながら津波も防ぐと

いう 発想の方が有効な場合もあり ますので、 その辺が日本海側の特徴

です。

　 結論を一番下に書いたのですが、 地震規模と いう かマグニチュード

が７ ぐら いで２ m、 ４ mと いう 津波がやって来ると いう こ と で比較的

高い津波があり ますし 、 先ほど言ったよ う に津波が来るまでの時間は

非常に短いと いう 特徴があり ます。 そう いう 中で過疎化地域と いう か

人口減少地域があると いう こ と と 、 これは私の間違いかも しれません

が、 きちっと した科学的な調査をしないと いけないのですけれども 、

一般的にいう と 太平洋側に比べると 日本海側の皆さんの防災意識と い

う か地震に対する危機意識は非常に弱いと いわれているのです。 それ

は巨大地震の経験が少ないせいかも しれません。 意識が低いから駄目

だと いう こ と ではなく 、 意識が低いと いう こ と であれば、 その意識を

どう 高めるのかと いう こ と も重要ですが、 日本海側なり 皆さ ん方の自
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治体・ 県が持っている社会的特徴も押さ えながら被害想定をしっかり

していただければあり がたいと 思っています。

　 それを踏まえて、 今度は正し く 備えると いう 意味で、 予想されるリ

スク に対してどのよう に向き合っていかないと いけないのかと いう こ

と です。 留意点は先ほどの被害想定の留意点と ほと んど一緒なのです

が、 特に東日本大震災や熊本地震、 阪神・ 淡路大震災の神戸の教訓も

そう ですが、 過去の災害で、 被害が起きたのはどこが問題だったのか

と いう こ と はと ても大きな課題になっていますので、 その教訓を学ぶ

と いう こ と も必要です。 また、 先ほど既に言ったこ と で、 高齢化や過

疎化、 あるいは災害の長期化と いう と こ ろで対策を見直していかなけ

ればいけない点もございます。

　 そう いう 中で、 最後の６ 番目のと ころはも し時間があったら丁寧に

お話ししないと いけませんが、 安全性と 利便性、 日常性と 非日常性と

いう と こ ろで、 こ れは私の主観がかなり 入っているのですが、 防災と

いう こ と だけ考えていると 本当に味気ないまちになってしまいます。

安全性は必要条件ですのでおろそかにしてはいけないし、 命はしっか

り 守らなければいけないけれども 、 安全性だけでわれわれは生きてい

るわけではあり ません。 家族の団らんがあって、 美しい景色が見られ

て、 まさ に日本海のきれいな夕日が見られると いう こ と はと ても重要

で、 夕日が見られなく なるよう な復興があり 得るのか、 あの夕日を大

切にすると いう 観点が必要なので、 安全性は必要条件だけれども十分

条件ではないのです。 まさ に十分条件と いう のは安全性を確保しなが

ら日常の利便性や歴史、 文化、 自然と どう 折り 合っていく のかと いう

と こ ろがと ても大切なので、 防災学者がこ う いう こ と を言ってはいけ

ないのですが、 防災、 防災で脅かして、 と にかく 全部山の上に移転し

ろと か、 海が見えなく なるよう な巨大な堤防を造れと いう よ う なこ と

はしてはいけなく て、 安全性と 利便性の折り 合いをどう つけるのかと

いう か、 そこ の両立をどう 図るのかと いう 視点は防災で備える上でと

ても大切なこ と だろう と 思っています。
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　 その中でもやむを得ない場合は、 例えば高知県や和歌山県も取り 組

んでおられますが、 津波タワーみたいなものを造る。 津波タワーも 、

あんなものと 言う と 高知県に怒られますが、 非常時だけ駆け上がるよ

う なタワーを造るこ と では多分ないだろう と 思う のです。 避難タワー

と いう のは普段はコミ ュニティ スペースになって子供たちの遊び場に

なるよう な施設と して造って、 いざと いう と きはすぐに逃げ込むと い

う こ と が必要だと 思います。 災害のと きだけ使われる避難タワーでは

なく て、 日常的にと ても楽しめる場、 子供の遊び場にしていく と いう

視点が必要です。 災害時だけのためのものは絶対いざと いう と きに役

に立たないので、 日常的に使われてこそなのです。

　 そう いう 意味でいう と 海に造る防潮堤もコンク リ ート の壁でいいの

か。 そもそも昔は海辺に防潮林や防風林などを造って緑の海岸が、 日

本海側でいう と まさに砂丘の上に緑の木が並んで、 それで津波を防ぐ

と いう 発想があったと 思う のです。 そう いう ものと コンク リ ート で確

実に防ぐと いう ものをどう 組み合わせるかと いう こ と はと ても重要な

ので、 安全性と 利便性をどのよ う に融合させるのかと いう こ と はと て

も重要なポイント だろう と 思っています。

　 その中で災害の動向を見て備えなければいけないと いう こ と なので

すが、 最近の災害でいう と 幾つか特徴があり ます。 一つは巨大化と い

う か、 こ れはまさ に雨の降り 方が典型的で、 未経験の雨が次から次へ

と 降ると いう こ と があるのですが、 も う 一つ地震の活動期を迎えてい

る と いう こ と です。 日本海側は一言で言えないのですが、 太平洋側

は研究が進んでいるせいかも し れませんが次の南海ト ラ フはマグニ

チュード 9. 0で、 と んでも ない、 昭和の南海地震の何倍も 大きな地震

がやってく ると いわれていて、 結論的にいう と 20万人が亡く なると い

う 被害想定が出てきているわけです。 まさにそう いう 巨大化、 大規模

化と いう のが一つの大きな特徴になってきます。 また、 複合化と いう

のは、 例えばいろいろな災害が複合すると いう こ と です。 1948年の福

井地震で九頭竜川の堤防が壊れ、 その状態で大雨が降ったので河川の
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氾濫が起きました。 こ の前の熊本地震でも 、 地震で山の地盤が弱まっ

ていると ころへ雨が降ったので、 いと も簡単に土砂災害が起きてしま

いました。

　 そう いう 意味で、 大規模でと んでもない災害が起きよう と している

と きには、 総合的で協働的な対応が必要です。 協働的と いう のは、 み

んなで力を合わせなければいけない。 後で減災の話を少しだけします

が、 みんなで助け合う と いう システムがないと いけません。 従来の行

政主導で行政だけでやるのは限界があると いう こ と は非常にはっきり

しているので、 連携体制をどう つく るのか。 総合的と いう のは、 まさ

に地震だけではなく て、 地震対策も必要だし、 水害対策も必要だし、

土砂災害の対策も必要になってく ると いう こ と です。 これは次のテー

マですが、 災害の複合化や多様化が進んで、 いろいろな災害が次から

次へと 襲ってく る、 そこに犯罪も起きてく ると いう 形になってく ると 、

結論は公衆衛生的な取り 組みと いう こ と になり ます。 病気でいう と お

なかを壊すと か、 風邪をひく と か、 心臓が弱く なると か、 足をけがす

るなど、 次から次に病魔に襲われたと きの対策と しては、 風邪薬や胃

腸薬を用意するこ と も必要ですが、 それ以上に健康な体と いう か、 ス

ト レスをためない、 栄養に注意して睡眠時間をしっかり して健康な体

をつく る。 いろいろな病気に勝と う と 思う と 公衆衛生的な取り 組みが

必要だと いわれるのですが、 それと 同じよう に災害対策もいろいろな

災害が襲ってく ると 、 一つは地震の耐震補強と か大雨に対する堤防を

造ると いう こ と も当然必要ですが、 それ以上に地域社会の体力。

　 体力と は何かと いう と 、 それは人と 人と のつながり で、 一つは行政

と 市民と の信頼関係がと ても重要だし、 それからコミ ュニティ です。

人と 人と のつながり と か、 社会的な人間関係みたいなものと か、 日々

の暮らしの在り 方がと ても問われてきています。 ライフスタイルや日

常の食事の仕方まで含めてですが、 そう いう と こ ろが必要になってく

るので、 少し公衆衛生と いう と ころを。 僕は地球温暖化に対する取り

組みと 豪雨災害の取り 組みと 感染症に対する取り 組みは、 究極は日々
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の生活にあると 思っているのですが、 まさに日々の生活なり コミ ュニ

ティ の在り 方を考えていかないと いけないと いう こ と です。

　 こ の中では、 後で時間があれば地区防災と コミ ュニティ 防災の話を

しますが、 コ ミ ュニティ の力をどう 高めていく のかが難し く て、 高齢

者ばかり のコミ ュニティ に何をやらせるのかと いう 議論が出てく るの

ですが、 だからこ そそれでもコ ミ ュニティ がしっかり 強く なると いう

のはどう いう こ と かを考えていかなければいけないと 思っています。

　 それから今、被害の多様化と か、先ほど長期化の話を少ししましたが、

外国の方もおられるし 、 いろいろな障害を持った人もたく さ んおられ

るし 、 生活のスタイルも違ってく る。 まさに被害の多様化と いう と こ

ろでいう と 、 一人一人の被害の違いに個別的な対応をする。 今、 国は

各自治体で個別避難計画を作り なさ いと いう 指導をすごく さ れている

のですが、 それぞれの人に応じた避難行動計画を作らなく てはいけな

い。

　 あるいは復興でいう と 、 ケースマネジメ ント と いう のが仙台から始

まって鳥取県辺り がすごく 熱心にやられていますが、 一人一人の置か

れている状況に応じて復旧のサポート をしていく と いう よ う な個別的

な対応が必要です。 アンメ ッ ト ニーズと いう のは特殊なニーズと 言っ

ているのですが、 例えばアレルギー体質の子供が避難所にたく さ んお

られる。 ではアレルギー体質の子供にどう いう 食事を出すのかと いう

こ と 。 食事も冷たいおにぎり を一斉に配ればいいと いう 時代ではなく

なってきているので、 個別的な対応が必要になってく ると いう こ と だ

と 思います。

　 地域でいう と 、 同じ日本海側でも砂丘がある所と ない所と か、 ある

いは広く 平野が続いている所と 本当に崖地の下の狭い範囲に集落がで

きている所など、 地域によって全く 状況が違う ので、 一つ一つの集落

ごと に防災計画を考えていく と いう 個別性が今と ても要求さ れている

ので、 一斉に避難指示を出していいかと いう と そう いう 時代でもなく

なってきて、 むしろ避難のタイ ミ ングと いう のは、 われわれはコミ ュ
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ニティ スイッ チと いう のですが、 コ ミ ュニティ ごと に避難の開始の時

刻を決めておかないと いけないと いう こ と です。 まさ にそう いう 個別

性が要求される時代になってきていると いう こ と です。

　 一つは連携・ 協働的な対応が求められている。 それから公衆衛生的

な対応が求められている。 それから個別的な対応を求められるよ う な

時代になってきているのだと 思っています。

　 時間があまり ないので詳しく 話はできないのですが、 こ れは少し我

田引水と いう か自慢話なのですが、 兵庫県が阪神・ 淡路大震災の５ 年

目、10年目、15年目、20年目、25年目で検証していった中で「 伝える 」

と いう 教訓誌を出しています。 これは全国の自治体に配っているはず

です。 こ れは私たちが作ったものなので自慢話になるかも しれません

が、 と てもよ く できていると 思っています。

　 こ の検証報告で一番いいのは、 失敗したこ と を書いたこ と です。 こ

う いう ふう にできてう まく いったと いう 自慢話ではなく て、 むしろこ

う いう こ と ができなかったと いう こ と をしっかり 書いていただく よう

にしたので、 すごく 参考になる。 先ほど他の地震の教訓を学べと 言っ

たこ と なのですが、 こ の「 伝える 」 と いう 報告書には改訂版が出て、

今は「 生かす」 と いう 報告書が出ています。 それを参考にしていただ

ければと 思います。

　 そう いう 中で、 今まで防災と 言っていたけれど、 減災と いう 考え方

に変えていきまし ょ う 。 それから 、 行政主導だったのを連携・ 協働と

いって、 協働の正四面体と いう 発想も示されていると 思いますが、 行

政だけではなく て、 われわれはブリ ッ ジ型と 言っているのですが、 大

昔はボンド 型と 言って地域に住んでいる人が地域の土地に運命共同体

的にしっかり 結び付かれているのでコミ ュニティ 中心だったけれども 、

今言っているコミ ュニティ はそう ではなく て、 コ ミ ュニティ の中でい

ろいろな組織や団体がブリ ッ ジを組んで連携していく と いう 形の新し

いコミ ュニティ をつく っていかないと いけないと いう 状況が生まれて

きている。
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　 ３ 番目は、 皆さ ん方の地域防災計画の悪口は言えないのですが、 今

までの地域防災計画はいいこ と がいっぱい書いてあるのですが、 実現

性のない絵にかいたモチになっています。 燃えない街をつく り ますと

か耐震補強に努めますと 書いてあるのですが、 いつまでにどう して耐

震補強をどう やるのかと いう こ と はほと んど書いてなく て、 やるべき

こ と はいっぱい書いてあるのですが、 やるべき方法が示さ れていない

ので、 地域防災計画はあってもほと んど役に立たなかった。 そう では

なく て、 まさ にリ スク マネジメ ント 、 ク ラ イシスマネジメ ント と いわ

れるのですが、 きちっと リ アリ ティ を追求していく 。 まさ に今言った

こ と で、 いつまでに誰がどのよ う にしてやるのか、 う まく いかなかっ

たら PCDAサイ ク ルと いう サイ ク ルを回して対策・ 改善をしていく と

いう 取り 組みが必要になってきていると 思いますので、 まさ に危機管

理に変わってきた。

　 最後に結論と してコミ ュニティ の防災力を強化していこ う と いう の

が、 多分阪神・ 淡路大震災と 東日本大震災を通じての共通した教訓だ

と 思う ので、 その教訓をしっかり 踏まえていっていただきたいと いう

こ と です。

　 １ 番目がまさに減災で、 防災と 減災はどこ が違う のかと いう こ と な

のですが、 防災は意外に受け身だと 思っているのです。 その一方で減

災は能動的だと 思っています。 防災は被害が起きないよう にする。 減

災は被害を少なく していく 。 減災と は例えば100人を50人に、 50人を

25人にしていく と いう よ う なもので、 防災はと もかく ゼロにすると い

う 違いがあり ます。 小さ な災害は防災でできるので、 例えば１ mの津

波であればしっかり 堤防を造ればそれで防げるので、 まさ に技術の力

で防げるのだけれども 、 巨大なと んでもない想定外の津波が来たと き

は、 堤防だけでは防げないので、 それを抑え込むのではなく て被害が

生まれてしまう のだけれども 、 少しでも被害を少なく するのにどう し

たらいいかと いう こ と で、 結論は対策の足し算で被害の引き算を図る

と いう こ と だと 思います。 時間の足し算でいう と 、 今まで応急対応が
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中心だったけれど、 むしろも う 少し予防対応みたいなものに力を入れ

ていこ う 。あるいは復興対応でいう と 、地域経済の再生と かをどう 図っ

ていく のかと いう と こ ろに力を入れていく と いう こ と が必要になって

きています。

　 空間の足し算は身近な公共と いう か、 国レベルでは国土強靱化と い

う こ と で大きな防災事業をやっていかれるのですが、 も う 少しコ ミ ュ

ニティ レベルの、 一番下の人間の足し算にも関係するこ と ですが市民

が主体と なったよ う なコミ ュニティ レベルの防災をしっかり していか

ないと いけない。

　 手段の足し算はハード だけではなく てソフト と かヒ ューマン、 人間

の心の中で防災教育を強化していかないと いけないと いう こ と で、 対

策の総合化と いう か幅をどんどん広げていって多様な対策を組み合わ

せていく と いう こ と が必要です。 減災と いう のはまさ に合わせ技の世

界をどう つく るのかと いう こ と に尽きると 思っています。

　 連携協働は説明が要らないと 思いますが、 最終的にいう と みんなで

力を合わせないと いけない。 協働の正四面体と いう のがあって、 正四

面体と いう のは立体の中で一番強いのです。 どこ から力が掛かっても

壊れない。 ボールのよう な球はきれいなのですが、 力が掛かったらこ

ろこ ろと 転がっていって、 自分は壊れないのですが、 つっかえ棒には

ならない。

　 正四面体はまさ に頂点が四つあって、 頂点と 頂点の距離が等しいと

いう 関係なのですが、 その正四面体の頂点には何が来るかと いう と 行

政と コミ ュニティ と 企業と NPO（ 市民団体） です。 こ の４ 者がしっか

り スク ラムを組まないと いけない。 その中で企業と かNPOがまだ日本

では非常に弱いし、 コ ミ ュニティ も弱体化しています。 行政だけでは

なく てコ ミ ュニティ と か、 要する企業の力をどう 引き出していく のか

と いう 発想が必要になってきていると 思っています。

　 一番下の「 ７ ： ２ ： １ の原則は正しいか？」 と いう のは、 僕は「 ５ ：

無限大： ５ 」。 自助と 公助はフィ フティ ・ フィ フティ なので、 どっち
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が多いと か少ないと いう 形ではなく て、 それぞれが最善を尽く さ ない

と いけない。 この「 ７ ： ２ ： １ の原則」 は阪神・ 淡路大震災のと きに

生き埋めになった人を誰が助けたかと いう データから出ているのです。

隣近所の人や自分で出てきた人も多く て、 家族と 自分が７ で、 隣近所

が２ で、 公的なものが１ だったと いう その事実だけなのですが、 日常

的な防災教育でいう と 公助の役割は重要だし、 堤防を造ったり する事

業も公助の役割の一つで重要なので、 公助が１ でいいと いう こ と では

ないのです。 むしろフィ フティ ・ フィ フティ なのですが、 重要なこ と

は公助も自助も頑張っても対抗できない、 むしろその穴を埋めると こ

ろが一体何かと いう のがまさに共助の世界なので、 共助の世界をどう

やって強く していく かと いう こ と が連携協働と いう と ころで問われて

いるこ と だと 思っています。

　 危機管理も先ほどちらっと 言いました。 科学的な危機管理をしない

と いけないと いう こ と で、 一番下に書いてあるのは人材の育成です。

こ れは一人一人の市民の啓発も と ても重要ですし、 そう いう 意味でい

う と 同時に行政職員のリ テラシーと いう か防災力の向上も必要だし、

それから私は「 水の人」 と 言っているのですが、 地域に密着して花に

水を掛けるよ う にして花を育てる、 水の役割をする人がいる。 それは

消防団員であったり 、 あるいは今は防災士と いう 方々が生まれてきて

いて、 そう いう 人たちの育成を図ると いう か人づく り が一番危機管理

の根本にあると 思っています。

　 その上がPDCAサイ ク ルと いう か検証をしっかり やっていく 、 訓練

を積み重ねて検証して、 少しずつ能力を高めていく よ う な、 あるいは

防災力を高めていく よ う な仕組みをしっかり 取り 入れていかなければ

ならないので、 危機管理をしっかり 作り 上げていこ う と いう こ と だと

思います。

　 それを踏まえて、 最後に地区防災計画と いう 取り 組みが2013年の東

日本大震災を踏まえて2016年に制度化さ れています。 災害対策基本法

が変わり 、 従来は行政中心の地域防災計画だけだったのですが、 そう
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ではなく て今度は地域住民が主体と なる地区防災計画を作り 、 地域防

災計画と 地区防災計画を車の両輪のよう にしてコミ ュニティ 力を上げ

ていこ う と いう 動きが本格化して、 今、 全国7000地区で地区防災計画

の取り 組みが進みつつあり ます。

　 ただ、 全国には自治会・ コミ ュニティ が20万あるので、 7000ではど

う にもならないのですが、 ボト ムアッ プ型の地区防災計画の取り 組み

がすごく 進んでいて、 例えば避難所の１ 日目の食事をどう するのか。

行政はおにぎり を配ると かレト ルト 食品を配ると いう 計画なのですが、

コ ミ ュニティ でいう と おいしい豚汁が食べたいと か、 あるいは自分の

町内にいるアレルギー体質の子供にはそれにふさ わしい食事が要る。

それで地域で集まって１ 日目の避難者の献立を決めるのです。 野菜サ

ラダと 豚汁と 干物の焼いたものを出そう と 。 では、 誰が避難すると き

に畑から大根を引っこ 抜いてく るか、 誰が自分の家から味噌を持って

く るか、 誰がお米を持ってく るか、 誰がお鍋を持ってく るかと いう こ

と をみんなで決めるのです。 そう すると １ 日目からごちそう ができる。

そう いう のを地区防災計画でやるのです。

　 あるいは自治体が避難所を小学校の体育館に決めているけれども 、

自分たちの村はそこまで行く のに20分もかかる。 途中で危険な川を渡

らないと いけない。 そこで、 小学校の体育館に行く のをやめて、 町内

で一番大きな大邸宅の山田さんの家の座敷に集まろう と いう こ と を地

区防災計画で決めるのです。 行政がそれでオーケーを出せば山田さん

の家が指定避難所になると いう 形で、 住民自身が計画の主人公になっ

ていく と いう 形になるのです。 先ほどの食事の話でいう と 、 あなたは

味噌、 あなたは米と 決めておく と 、 避難指示が出たらみんな避難して

く るのです。 自分が味噌を持っていかなければみそ汁ができないと い

う こ と が分かるからです。

　 地区防災計画ではまさに自分が作って自分が主人公になると いう こ

と を期待していると こ ろがあって、 今、 全国のいろいろな所で進んで

いるので、 こ れからは日本海沿岸の津波対策についてもコ ミ ュニティ
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自身の発想と いう かコミ ュニティ の意見を大切にしながら取り 組みを

進めていただければあり がたいなと 思っていると ころです。

　 時間が十分なく て端折った形になり ましたが、 新しい最近の防災の

考え方も踏まえた上でそれぞれの地域で取り 組んでいただければあり

がたいと 思っています。 取り あえず私の話は以上でございます。 質問

の時間がほと んどなく なってしまいましたが、 ご清聴どう も あり がと

う ございました。
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